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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は以下の２つに要約できる。第一は、主に北米の対人援
助領域におけるリジリエンスの視座に関する文献を精緻に検討することをとおして、リスクと
リジリエンスの視座が子ども家庭福祉実践における主要な援助の概念枠組みとなっていること
を確認し、これがわが国の子ども家庭福祉実践の諸課題に対応しうるものであることを明らか
にしたことである。２点目は、子ども家庭福祉実践において、リジリエンスがどのような形態
をとるのかに着目することをとおして、子どものリジリエンスを引き出す援助のあり方を提示
したことである。 
 
研究成果の概要（英文）：This study has two main purposes: firstly, it is to empirically clarify 
the effectiveness of a risk and resilience perspective in social work with children and 
families in Japan: secondly, it is to propose a structure of social work practice based on 
empirical study and researches. The foundings are as the followings: in terms of the former 
purpose, reviewing literatures on resilience study, it is found that a risk and resilience 
perspective has been a main stream of social work and other helping professions in the 
north America and Europe: in terms of the latter purpose, paying attention to children who 
have been viewed as resilient under out-of-home care, it was concluded a structure of social 
work practice to enhance children’s resilience. 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009 年度 1,100,000	
 330,000	
 1,430,000	
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 4,290,000	
 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
キーワード：児童・家族・女性福祉 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 子ども虐待の増加、子どもの貧困率の上昇、
未成年高校中退者等の不安定な生活状況な
ど、近年、子ども家庭福祉領域における課題
は山積している。 
	
 「リスクとリジリエンスの視座」は、子ど

もと家族のマイナスの要素からプラスの要
素へと援助者の焦点を切り替える可能性を
もつ実践の概念枠組みとされ、本研究開始時
点において、欧米のソーシャルワークおよび
近接領域において、すでに広く議論され、実
践に取り入れられていた。なかでも、リジリ
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エンスという概念が生まれた発端は、発達心
理学における、精神疾患や貧困といった生活
上に困難のある親の子どもの発育過程にか
かる研究とされる。その嚆矢として、
Elder(1974=2009)による大恐慌の子どもた
ちについての調査や、WernerとSmith(2011)
によるハワイ州カウアイ島での縦断調査が
知られている。これらの調査の根底には、「困
難な状況に置かれているにもかかわらず、良
好に適応する子どもたちがいるのはなぜな
のか」という学術的な問いがあった。やがて、
こうした子どもたち背景には、子どもの内的
な資源と子どもを取り巻く環境にある外的
な資源との良好な相互作用があることが知
られるようになった。 
	
 欧米のソーシャルワーク領域では、おもに
発達心理学の影響を受けて、概ね 1990 年代
からリジリエンスに関する議論が活発化し
た。北米のソーシャルワークにおける代表的
な研究としては、Fraser(1997, 2004)らによ
る実証的な研究報告が挙げられる。今日では、
リジリエンスはソーシャルワークの理論と
実践の主流の考え方とする論者もいる
(Bereda 2011)。 
	
 本研究を実施するにあたって、わが国にお
ける子ども家庭福祉領域にこの視座を導入
することによって、より効果的な援助を展開
する可能性について実証的に検討すること
に学術的かつ社会的意義があると考えた。さ
らに、リジリエンスという概念と、わが国の
文化社会経済的な文脈との適合性について
も考慮する必要性を踏まえつつ、本研究を進
めることとした。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究の目的は、以下の３点である。 
 
（１）「リスクとリジリエンスの視座」の概
念定義の整理すること。 
 
（２）子ども家庭福祉実践における「リスク
とリジリエンスの視座」の有効性について検
討すること。 
 
（３）社会的養護のもとにある子ども、とり
わけ児童養護施設に入所している子どもの
リジリエンスを明確化すること。 
 
	
 これらの３点を明らかにするために、以下
に述べる方法によって研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
（１）第１の研究の目的である、「リスクと
リジリエンスの視座」の概念整理については、
欧米の学術論文を精査した。さらに、わが国
では発達心理学の領域がリジリエンスの概
念をいち早く紹介してきたことから、この領

域における先行研究を中心にリスクとリジ
リエンスの視座について、理論的な整理をお
こなった。 
	
  
（２）第２の研究の目的である、子ども家庭
福祉実践における「リスクとリジリエンスの
視座」の有効性を検討するにあたっては、ま
ず、わが国の子ども家庭福祉領域における諸
課題を国内の学術論文を精査することと、子
ども家庭福祉領域の専門家へのヒアリング
から整理した。 
	
 先行研究の精査からは、子ども虐待の急増、
子どもの権利保障のあり方、子どもの貧困率
の上昇、さらに若年層、とりわけ中卒者や高
校中退者等の就労困難、不安定な生活やきわ
めて限定された将来的展望等が、喫緊の課題
であることが確認された。 
	
 これらの諸課題について、子ども家庭福祉
領域の専門家からは、社会的養護のもとにあ
る子どもにおいてより高い確率で生じるこ
とが指摘された。 
	
 以上を踏まえたうえで、「リスクとリジリ
エンスの視座」の有効性について、子ども家
庭福祉領域の専門家へのヒアリング調査を
実施した。 
 
（３）第３の研究の目的である、児童養護施
設入所児（以下、「入所児」）のリジリエンス
の明確化については、「施設において良好に
適応している入所児」についての聴き取り調
査を児童養護施設職員（以下、「施設職員」）
に協力依頼し、実施した。 
	
 具体的には、施設職員が担当する子どもの
うち、「うまくやっている子ども」だと主観
的に思う子どもを数名挙げていただき、その
子どもの入所時から調査時点までの経緯に
ついてたずねた。	
 
	
 さらに、施設に入所しながら高校進学とい
うストレスのかかるライフイベントを乗り
越えた入所児を「リジリエントな子ども」と
位置づけ、協力の得られた施設職員および入
所児に聴き取り調査を実施した。 
	
 リジエントな入所児を検討する際に、対照
群を設定することが必要であると考えた。そ
こで、いわゆる一般家庭の子ども（以下、「一
般児」）のうち高校進学を乗り越えた子ども
に対しても同様に調査した。 
	
 以上の調査で得られたデータはすべて逐
語録化し、質的に分析した。 
	
 なお、子どもへの聴き取り調査の実施にあ
たっては、代表研究者の所属する機関の倫理
委員会の承認を得た。そのうえで、すべての
調査において、調査者が調査協力者のプライ
バシーは厳重に守秘されること、調査への回
答は黙秘または中断できること、そのことに
よる調査協力者への不利益は一切生じない
ことを口頭と書面で確認し、調査協力につい



て書面で承諾を得た。 
	
 
４．研究成果	
 
	
 研究成果は、以下のとおりである。	
 
	
 
（１）先行研究を精査した結果、本研究にお
ける「リスクとリジリエンスの視座」の概念
定義は、「リスクに注意を払いつつ、子ども
と家族のもつ力を確信して働きかける、援助
におけるものの見方」とした。これとは別に、
本研究をすすめるにあたって、リジリエンス
についても定義が必要であると考えた。そこ
で、同じく先行研究を精査し、リジリエンス
の定義として、「困難にもかかわらず良好に
適 応 す る こ と 」 と い う Fraser(1997, 
2004=2009)らの概念定義を用いることとし
た。その理由は、Fraser らの概念定義が、今
日の北米を中心とするソーシャルワーク領
域において広く引用されていること、また、
この定義そのものが、他領域における定義も
包摂する、リジリエンスの本質的な部分を含
んでいるためである。 
 
（２）子ども家庭福祉実践における「リスク
とリジリエンスの視座」の有効性については、
理論的な観点から検討した。 
	
 結果としては、この視座が、これまでの子
ども家庭福祉領域の援助において偏重され
てきた、リスクというクライエントの負の側
面だけでなく、リスクに直面するなかで良好
に適応する力にも着目するという点におい
て、理論上、有効であるとの結論に至った。 
	
 有効であると考えられる点について、より
具体的に言うならば、リスクとリジリエンス
の視座は、深刻化する子どもと家族の問題の
予防と早期発見・早期介入のためのより有効
なサービスの構築や児童虐待等による重篤
な事例の立ち直りに向けて、子ども本人と家
族の力を引き出す援助への具体的な実践方
策を探求するために今後の子ども家庭福祉
領域における重要なものの見方となること
が示唆された。 
 
（３）児童養護施設入所児のリジリエンスの
明確化についての研究成果は以下の３点か
ら整理する。 
 
①	
 児童養護施設職員への聴き取り調査は、
社会的養護のもとにある子どものリジリエ
ンスがどのような形態で表出化されるのか、
というリサーチクエスチョンに基づいて、施
設職員８名に実施した。	
 
	
 調査では、施設職員に挙げていただいた
「うまくやっている子ども」について、「い
わゆる『いい子』」、「手のかからない子」、「誰
とでもうまくやる子」等という発言が多くみ
られた。これらの発言からは、入所児の生来

的な持ち味を入所児のリジリエンスに帰す
る傾向がうかがえた。また、施設内では「問
題なく」やっているものの、社会生活上のス
キルの不足を指摘する発言もあった。こうし
た事例ついて職員は、「施設という狭い世界
ではいまのままで良いかもしれないが、将来、
退所してからの生活が心配」であることや、
「退所後を見据えた自立訓練」が課題である、
という思いをもっていることが明らかとな
った。	
 
	
 さらに、この調査では、入所児の「良好な
適応状態」が容易には判断しがたいことが多
く指摘された。この指摘は、子どもの良好な
適応状態は、多角的かつ総合的な観点からと
らえることが重要であることを示唆してい
おり、今後も引き続き検討していく必要があ
る。	
 
	
 
②	
 先行研究では、リジリエンスは、①の職
員の発言に多くみられたような個人内特性
だけではなく、むしろ周囲との力動的な相互
作用によってもたらされる側面が大きいと
考えられている。そこで、「リジリエントと
される子どもが、なぜ、うまくやれているの
か」という部分に一歩踏み込んだ調査が必要
であると考えた。また、「良好な適応状態」
の定義が難しいという観点から、「施設に入
所しながら高校進学を乗り越え、その後も通
学している入所児」をリジリエントな子ども
と操作定義したうえで、当該する入所児４名
に聴き取り調査を実施した。	
 
	
 この研究成果は以下の２点から整理でき
る。 
	
 第１は、リジリエントな入所児は、リジリ
エントな状態に至る過程において、なんらか
の浮き沈みを体験していることである。ここ
でいう「沈み」とは、子どもの心身にダメー
ジを与えるような出来事のことであり、たと
えば、学力不振のために進路変更を余儀なく
されたことや、中学卒業を目処とした家庭へ
の引き取りが実現しなかったこと等がそれ
にあたる。一方の「浮き」は、「沈み」の状
態から抜き出て、ふたたび良好な適応状態へ
と移行していくことをさす。 
	
 第２は、「浮き沈み」は、子ども自身のも
つ内的な資源と、周囲の環境にある外的な資
源の相互作用から生起することである。とく
に、「沈み」から「浮き」への移行において、
担当の施設職員や、入所児について気にかけ
てくれる学校、地域等の大人からの働きかけ
が大きな役割を果たしていることが示唆さ
れた。	
 
	
 これは、困難な状態から通常以上の適応状
態に至る過程は直線的な経過をたどるので
はない（Fraser	
 et	
 al.	
 2004=2009）とする
先行研究の結果と一致している。つまり、回
復のプロセスは上昇傾向を基調としつつ、あ



る程度の波を内包しながら継続的に生起す
るのである。	
 
	
 図１は、このプロセスを概念図として示し
たものである。不適切なかかわり等によって
困難な適応状態を示していた入所児が時間
の経過とともに良好な適応状態に至るまで
の経過を示している。	
 
	
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図１	
 リジリエントな状態に至る過程の概念図	
 

注：Fraser(1997,	
 2004=2009),Sameroff	
 &	
 

Gutman(2003),	
 Ungar(2004)	
 らの整理をもとに研究

代表者ら作成。	
 

	
 
	
 
③	
 対照群としての一般家庭の子ども（以下、
「一般児」）のリジリエンスについても聴き
取り調査を実施した（対象児３名）。この調
査の成果は、入所児と比較して、２点から整
理できる。	
 
	
 第１は、一般児のほうが入所児よりも、高
校進学にあたっての悩みごとやストレスが
少なかったことが挙げられる。具体的には、
「みんなが高校受験をするから、自分も勉強
するのは当たり前」という発言に代表される
ような、取り立てて大きなライフイベントと
してとらえているわけではないという、高校
進学に対する態度が浮き彫りとなった。	
 
	
 第２は、家族や学校の教員、地域の大人と
いった、自分を気にかけてくれる大人につい
ての言及がほとんどみられなかったことで
ある。	
 
	
 上述の入所児と一般児との違いの背景に
は、一般児は、リジリエンスの要件とされる
リスク状態にさらされている度合いが入所
児よりもきわめて低いことがあることが分
かった。	
 
	
 リジリエンスは、もともと、個人の発達を
大きく阻害するようなきわめて強い逆境状
態にがあることを前提に研究されてきた。近
年、わが国においてリジリエンスを、日常生
活上のストレスという文脈で論じる研究が
散見される。一般児のストレス状況を理解し、

望ましくない結果に至ることへの予防策を
立てることが重要であることは異論を待た
ない。しかしながら、リジリエンス研究は、
本来、厳しい逆境状態におかれた際に個人が
みせる適応について取り扱うものである。今
回の調査からは、リジリエンス研究において、
どのような状況を「逆境状態」とし、どのよ
うな状態を「良好に適応している」と定義す
るのかが、きわめて難しくかつ重要な課題で
あることを明らかにしたと考える。	
 
	
 	
 
（４）最後に、以上の調査結果を踏まえて検
討した、子ども家庭福祉領における子どもの
リジリエンスを引き出す援助のあり方につ
いて提言する。継続的かつ力動的な相互作用
からもたらされる子どもの発達は、非直線的
で可塑性に富む。子ども家庭福祉にかかわる
者は、こうした子どもの発達の特性を十分に
考慮し、子どものリジリエンスな状態は子ど
も一人ひとりによって異なること、リジリエ
ントな状態を決定する主体は子ども本人で
あることを熟知しておくことが求められよ
う。	
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